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本報告書について

第６次青梅市総合長期計画の実施計画は、総合長期計画の基本計画に掲げた諸施策にもと

づいて取り組む主要事業について、3 か年の年次計画を明らかにし、毎年度の予算編成や事

務執行の指針とするものです。

本報告書では、実施計画に掲げた事業（青梅市まち・ひと・しごと創生総合戦略に位置付

ける事業も含む）について、令和２年度の取組状況をまとめています。

なお、第６次青梅市総合長期計画で掲げたまちづくりの指標および第２期青梅市まち・ひ

と・しごと創生総合戦略で設定した重要業績評価指標(ＫＰＩ)についても、把握できる最新

の値にもとづいて、とりまとめています。

各事業の取組状況 記載例

※事業概要、事業の推進目標、事業費は別冊「第６次青梅市総合長期計画実施計画（令和２

年度～令和４年度）」（令和２年３月作成）で確認できます。

まちづくりの指標・重要業績評価指標(ＫＰＩ) 記載例

指 標 単位 過去
基本計画
開始時点

現状 到達目標

１人１日当たりの燃やすご
み排出量

ｇ
593 567 562 510

H15.3.31 H25.3.31 R3.3.31 R5.3.31

事業番号 2-8 事業名 ごみの排出抑制と資源化推進事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・ごみ減量推進運動

・集団回収の推進

・広報等ごみ減量啓発

レジ袋有料化を踏まえ、啓発用

エコバックを 5,680 個作成する

とともに、集団回収の推進、広

報等によるごみ減量啓発を行っ

た。新たに外国語版青梅市ごみ

の出し方リーフレットを作成し

た。（41,406 千円）

ごみ減量や分別の啓発を行

うとともに、地域の集団回収

を推進した。これにより、市

民のごみ減量と資源化への

意識を高めることができた。

・令和２年度事業計画の取組

状況について、簡潔にまと

めて記載。

（事業費を千円単位で記載）

・令和２年度事業の成果に

ついて、簡潔にまとめて

記載。
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第１章 安全で快適に暮らせるまち

【施策の展開】

【まちづくりの指標】

指 標 単位 過去
基本計画
開始時点

現状 到達目標

総合防災訓練・各地区防災

訓練の参加者数
人

5,209 4,419 0 6,200

H14 年度 H24 年度 R2年度 R4年度

計画期間中における土砂災

害対応訓練・水防訓練の延

べ参加者数

人
－ 629 6,202 5,300

－ H24 H25～R2 H25～R4

家具転倒防止器具等助成事

業にかかる支給率
％

2.36 13.84 15.77 20.00

H22.3.31 H25.3.31 R3.3.31 R2.3.31

火災発生件数 件
68 63 44 0

H14 年度 H24 年度 R2年度 R4年度

交通事故による年間の死傷

者数
人

1,209 791 353 半減

H14 H24 R2 R4

みどり率 ％
80.9 80.3 79.6 80.3

H15 H20 H30 R5

まちづくりの基本方向 施策分野 基本施策

１　安全で快適に暮らせる １．防災・消防 (1) 危機管理体制の整備

    まち (2) 災害応急対策の充実

(3) 消防体制の充実

(4) 市民の防災意識高揚に向けた
取組の強化

(5) 災害に強いまちづくり

２．交通安全 (1) 交通安全意識の高揚と交通
安全知識の普及・啓発

(2) 交通安全対策の充実

(3) 放置自転車対策の推進

３．防犯・消費者保護 (1) 防犯体制の強化

(2) 消費者意識高揚に向けた取組
の強化

(3) 消費者相談の充実

４．住宅 (1) 快適で安全な住環境の確保

(2) 新たな住宅施策の推進

５．公園・緑地 (1) 公園・緑地の整備・管理

(2) 緑地の保全・緑化の推進

(3) 「青梅の森」の整備
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【事業一覧】※事業一覧は、左から事業番号・事業名・基本施策番号・総合戦略事業の該当

の有無(該当は●)の順で記載されています。

１．防災・消防

1-1 青梅市地域防災計画の修正 (1)

1-2 業務継続計画の推進 (1)

1-3 避難所機能の強化 (2)

1-4 消防団の充実 (3) ●

1-5 消防機材等の整備 (3)

1-6 市民防災ハンドブックの活用推進 (4)

1-7 土砂災害対策の充実 (4)

1-8 地区防災計画の推進 (4) ●

1-9 避難行動要支援者支援対策の推進 (4)

1-10 防災リーダーの育成 (4) ●

1-11 家具転倒防止器具等支給取付事業 (4)

1-12 防災行政無線の整備 (5)

２．交通安全

1-13 青梅交通安全協会の活動支援 (1)

３．防犯・消費者保護

1-14 安全・安心な学校づくりの推進事業 (1) ●

1-15 消費者保護の充実 (3)

４．住宅

1-16 市営住宅長寿命化計画の推進 (1)

1-17 課題のある市営住宅の撤去事業 (1)

1-18 木造戸建住宅耐震化事業 (1)

1-19 緊急輸送道路沿道建築物耐震化事業 (1)

1-20 新たな住宅施策の推進 (2) ●

1-21 空家対策事業 (2) ●

５．公園・緑地

1-22 公園施設長寿命化計画の推進 (1)

1-23 釜の淵緑地の整備 (1)

1-24 緑の基本計画の推進 (2)

1-25 青梅の森事業計画の推進 (3)
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事業番号 1-1 事業名 青梅市地域防災計画の修正

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・計画の推進・検証

（必要に応じて修正）

災害対策基本法の改正、東京都

地域防災計画の修正内容の反

映、感染症対策などについて確

認し、修正作業を進めた。

（0 円）

災害対策基本法や都地域防

災計画などを踏まえた修正

作業を進めた。

事業番号 1-2 事業名 業務継続計画の推進

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・業務継続計画にもとづ

く訓練、検証

・計画の見直し、修正

業務継続計画を検証し、本市に

おける現状を踏まえた修正案の

検討を実施し、大幅改定に向け

た準備を進めた。

（0 円）

組織改正に伴う組織名およ

び業務内容の変更、確認およ

び検証を進めた。また、計画

された業務のうち、97％が縮

小・休止する業務であったこ

とから、継続すべき業務の内

容整理を図った。

事業番号 1-3 事業名 避難所機能の強化

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・備蓄食料の購入

・応援協定の拡充

・特設公衆電話の設置

備蓄食料の入替えを行うととも

に、新たに風水害時配布用の備

蓄食料を購入した。民間企業と

の災害時応援協定の協議を行っ

た。特設公衆電話の設置につい

ては 10 箇所の整備を行った。

（8,223 千円）

新たに風水害時用の備蓄食

料を購入するとともに、市内

避難所 10 箇所に特設公衆電

話を事前設置にしたことに

より、災害対応の充実を図っ

た。

事業番号 1-4 事業名 消防団の充実

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・女性団員、機能別団員、

協力事業所制度の運用

・健康診断の実施

女性団員および機能別団員制度

の運用ならびに協力事業所制度

の運用や健康診断を実施した。

（1,100 千円）

3 名の機能別消防団員の入

団があり、火災に対しても、

各部機能別団員も基本団員

とともに活動した。また、45

名の団員が健康診断を受診

し、団員の健康増進を図っ

た。

4



事業番号 1-5 事業名 消防機材等の整備

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・小型ポンプ更新

・消防団器具置き場耐震

診断実施

・無線機賃貸借

老朽化した小型動力ポンプ2台

を更新した。

消防団器具置き場の耐震診断を

行った。

消防団デジタル無線の賃貸借を

行った。

（7,994千円）

小型動力ポンプ 2 台を更新

し、消防力の向上を図ったほ

か、耐震診断の結果、耐震補

強の必要がないことを確認

した。デジタル無線およびデ

ジタル簡易無線を活用し、円

滑な団活動の運用を図った。

事業番号 1-6 事業名 市民防災ハンドブックの活用推進

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・市民防災ハンドブック

の周知・活用

・転入者への配付

令和元年度に、防災ハンドブッ

クの大幅な見直しを行い、全戸

配布したことから、本年度は、

市 HP、広報おうめ、出前講座等

で、活用方法などの周知・啓発

を図った。また、転入者への配

布を行った。（0 円）

市 HP、広報おうめ、出前講

座等により、ハザードマップ

の確認などで活用するよう

周知・啓発を図り、住民の防

災意識の向上を図った。

事業番号 1-7 事業名 土砂災害対策の充実

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・土砂災害対応訓練の実

施

東青梅地区を対象に、土砂災害

対応訓練として、災害対策本部

運営訓練、自主避難訓練および

要配慮者安否確認訓練等の実施

を計画した。

（0 円）

新型コロナウイルス感染防

止のため、土砂災害対応訓練

の実施は見送った。消防団お

よび消防署と、図上訓練・通

信訓練を上半期・下半期に各

2 回実施し、実災害への連携

力を強化した。

事業番号 1-8 事業名 地区防災計画の推進

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・地区防災計画にもとづ

く訓練、検証

・計画の見直し、修正

新型コロナウイルス感染症の感

染防止のため、地区防災計画に

もとづいた訓練が実施できなか

ったことから、ハザードマップ

の確認、備蓄の見直しなど、個

人が在宅でできる訓練の実施を

推進した。（0 円）

新型コロナウイルス感染防

止のため、個人が在宅ででき

る訓練を促進した。また、非

常用電源等資機材配備およ

び自主避難施設環境整備に

より、各地区の強化を図っ

た。
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事業番号 1-9 事業名 避難行動要支援者支援対策の推進

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・登録者の抽出

・同意確認

・協力依頼

・支援体制構築

対象者の抽出および名簿情報提

供に関する意思確認を進め、避

難行動要支援者名簿を更新し

た。名簿登録数は災害時で

11,811 人、平常時で 7,410 人と

なった。

（2,078 千円）

名簿を避難支援等関係者に

提供し、避難支援の取組の促

進を図った。土砂災害警戒区

域内に居住している者を抽

出し、名簿情報を共有した。

事業番号 1-10 事業名 防災リーダーの育成

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・防災リーダーの育成

・防災リーダー講習会の

実施

各自主防災組織（市内 11 組織）

における防災リーダーの育成を

目的として、防災士の資格取得

の促進を実施した。

（190 千円）

新たに 3 名の方が防災士の

資格を取得した。防災リーダ

ー講習会等については、新型

コロナウイルス感染防止の

ため開催を見送った。一部の

地区では防災士と連携し、地

域防災力の向上を図った。

事業番号 1-11 事業名 家具転倒防止器具等支給取付事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・器具等の支給および取

付け

立川断層帯地震の際に震度 6 強

以上の揺れが想定されている区

域、市内全域の高齢者および障

がい者世帯を対象に家具転倒防

止器具等の支給および取付を実

施した。

（923 千円）

54 世帯に家具転倒防止器具

等の支給および取付を実施

した。震災時における家具転

倒による被害の軽減を図っ

た。（支給率 15.77％）

事業番号 1-12 事業名 防災行政無線の整備

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・個別簡易受信システム

の構築

・維持管理

土砂災害警戒区域内の難聴地区

対策として、簡易受信機システ

ムを整備した。また、新型コロ

ナウイルス感染症対応地方創生

臨時交付金を活用し、対象者に

支給する簡易受信機の確保をす

ることができた。（14,595 千円）

土砂災害警戒区域内の難聴

地区対策として、簡易受信機

システムによる受信環境を

市内 20 箇所に整備した。ま

た、トランシーバーを貸与

し、防災行政無線の内容を聴

くことが可能となった。

6



事業番号 1-13 事業名 青梅交通安全協会の活動支援

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・交通安全意識の普及、

啓発

・街頭指導等への支援

秋の交通安全運動および交通安

全日に啓発活動を行った。また、

奥多摩渓谷駅伝大会の運営に協

力するとともに、交通事故等に

よる緊急出動を行った。

（5,385 千円）

交通安全意識の普及・啓発の

ため、街頭で指導・啓発によ

り、交通安全意識の普及、啓

発を行うことができた。

事業番号 1-14 事業名 安全・安心な学校づくりの推進事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・通学路防犯カメラ増設

・子ども110番の家の整備

・防犯ブザーの給付

通学路防犯カメラを増設した。

子ども 110 番の家を継続し、登

録者アンケートを実施した。新

小学校１年児童へ防犯ブザー等

の給付、自転車通学生徒へヘル

メットを給付、青色防犯パトロ

ールを実施した。（12,218 千円）

防犯カメラの増設により、安

全･安心の強化が図れた。新

小学校各種給付により登下

校時の安全対策が図られた。

子ども 110 番の家登録者へ

のアンケートにより駆け込

み事例の把握ができた。

事業番号 1-15 事業名 消費者保護の充実

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・消費者相談の実施

・消費生活相談員のスキ

ルアップ

・特殊詐欺等消費者被害

防止

消費者相談の実施および消費生

活相談員がスキルアップのた

め、各種研修へ参加した。また、

特殊詐欺被害防止機器の貸与

等、消費者被害の防止を図った。

（4,069 千円）

コロナ禍においても相談窓

口を継続し、消費生活相談員

の研修等により、相談体制の

充実、スキルアップを図っ

た。啓発チラシ等の配布や自

動通話録音機の貸与により、

消費者被害防止につなげた。

事業番号 1-16 事業名 市営住宅長寿命化計画の推進

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・藤橋第 1・2 住宅外壁、

電気設備等工事

藤橋第 1・2 住宅の外壁、電気設

備に関する改修工事を実施し

た。

（77,312 千円）

改修工事により、住宅機能、

耐久性および居住性が向上

した。
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事業番号 1-17 事業名 課題のある市営住宅の撤去事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・居住者との交渉

・４戸の移転

用途廃止予定住宅の入居 10 世

帯に対し移転を促した。

（342千円）

用途廃止予定住宅の入居 2

世帯が移転に応じ転居した。

事業番号 1-18 事業名 木造戸建住宅耐震化事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・耐震診断補助 8件

・耐震改修補助 4件

木造住宅の耐震化や補助制度に

ついて広報等で周知を図り、耐

震診断 4 件に対し補助金を交付

した。

（215 千円）

木造戸建住宅の耐震化を図

ることにより安全性の向上

に貢献した。

事業番号 1-19 事業名 緊急輸送道路沿道建築物耐震化事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・耐震補強設計補助 1 件

・耐震改修補助 2 件

・ブロック塀等の改修補

助

東京都が指定する特定緊急輸送

道路沿道建築物の所有者に対

し、耐震化への説明・啓発等を

行い、耐震改修補助金 1 件の交

付を行った。

（36,305 千円）

特定緊急輸送道路沿道建築

物の耐震化の必要性につい

て、所有者の理解を深めた。

耐震改修が 1 件実施され、市

内にある特定緊急輸送道路

沿道建築物の未耐震化物件

数は 17 件へと減少した。

事業番号 1-20 事業名 新たな住宅施策の推進

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・関係者による情報交

換・協議等

住宅施策推進協議会を 3 回開催

し、民間事業者と連携しながら、

新たな住宅施策について検討を

行った。また、住宅なんでも相

談会、定例住宅相談会を計 5 回

開催した。

（70千円）

新型コロナウイルス感染症

の影響により、協議会実施回

数が減少したが、新たな事業

を実施する上での課題を見

出すことができた。また、相

談会等の実施により、市民の

住宅問題の解決に寄与した。
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事業番号 1-21 事業名 空家対策事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・空家バンク促進

・改修補助の実施

・データ更新

・空家実態調査

空家等対策計画にもとづき、空

家対策を実施した。空家バンク

については 1 件成約となった。

また、令和 3 年度の空家等対策

計画の改定に向け、空家等実態

調査を実施した。

（6,577 千円）

管理不全な空家等の所有者

に対する措置により、特定空

家 1 件が解消されたととも

に、空家バンクで１件成約が

なされ、空家問題の解決に繋

がった。また、実態調査によ

り、現況を把握した。

事業番号 1-22 事業名 公園施設長寿命化計画の推進

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・公園施設の改築等

公園施設長寿命化計画にもとづ

き、老朽化した公園施設の更新

および修繕等を実施した。複合

遊具、遊具の一部更新、健康遊

具（10 基）。ロッキング遊具

（11 基）。部品交換、塗装の実

施。（34,955 千円）

公園施設長寿命化計画にも

とづき、利用者ニーズを考慮

した遊具の更新・整備等を実

施し、安全性の確保と、美観

の保全・向上による快適な空

間の提供など、環境の改善を

図ることができた。

事業番号 1-23 事業名 釜の淵緑地の整備

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・整備計画の検討

青梅市公共施設等総合管理計画

の進捗状況との整合を考慮しつ

つ、釜の淵エリア活用検討委員

会を設置し、庁内での調整を図

った。

（0 円）

釜の淵エリアの利活用検討

に向け、庁内での調整を図

り、当該エリアの利活用にか

かる方向性を整理した。

事業番号 1-24 事業名 緑の基本計画の推進

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・庁内連絡委員会の開催

・計画の推進および進行

管理

計画に即するよう「青梅市みど

りの連絡委員会」設置要綱にも

とづき、連絡委員会を開催し、

計画の推進および進行管理を行

った。

（0 円）

取組状況調査、みどりに関す

る庁内所有データを収集し、

連絡委員会を開催した。それ

ぞれの計画に対する進捗状

況や、問題点の認識を深め、

今後の計画推進に役立てる

ことができた。
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事業番号 1-25 事業名 青梅の森事業計画の推進

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・景観整備伐採

・生物多様性保全

・運営協議会

青梅の森事業計画にもとづき、

害虫病防除、自然環境調査、外

来種対策の保全事業および景観

整理伐採の整備事業等に取組ん

だほか、青梅の森運営協議会等

を開催した。

（22,175 千円）

保全面では、自然環境調査、

外来種対策等を実施し青梅

の森の自然環境の保全に努

めた。整備面では、幹線通路

沿いの間伐等を行うことで、

青梅の森周辺の安全の確保

を図った。
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第２章 自然と共生し環境にやさしいまち

【施策の展開】

【まちづくりの指標】

※ＢＯＤとは、生物化学的酸素要求量(Biochemical Oxygen Demand)のことで、微生物が、水中の有機物を二酸化

炭素や水などに分解するため必要とする酸素の量です。河川の汚濁の度合いを示す代表的な数値であり、生活

環境の保全に関する環境基準では、御岳橋で 1mg/l 以下、多摩川橋で 2mg/l 以下とされています。

指 標 単位 過去
基本計画
開始時点

現状 到達目標

森林再生事業による間伐と

枝打ちの促進
ha

80.70 861.43 991.62 1,855

H15.3.31 H25.3.31 R3.3.31 R5.3.31

多摩川の水質汚濁度

(ＢＯＤ※)
mg/ｌ

御岳橋

0.5

多摩川橋

0.5

御岳橋

0.5

多摩川橋

0.5

御岳橋
0.5

多摩川橋
0.8

御岳橋
0.5

多摩川橋
0.5

H14 年度 H24 年度 R2年度 R4年度

１人１日当たりの燃やすご

み排出量
ｇ

593 567 562 510

H15.3.31 H25.3.31 R3.3.31 R5.3.31

公共施設による太陽光発電

能力
kW

30 40 291.64 1,000

H22.7 H25.3.31 R3.3.31 R5.3.31

まちづくりの基本方向 施策分野 基本施策

２　自然と共生し環境に １．森林 (1) 森林の再生・整備

    やさしいまち (2) 市民参加型の森づくり

-
２．水辺環境 (1) 水辺環境の保全・整備

(2) 親水事業の充実

３．生活環境 (1) 生活環境の維持・向上

(2) 公害防止体制の推進

(3) 市民斎場等公共施設の維持
管理

４．循環型社会 (1) ごみの減量化の推進

(2) ごみ処理体制の整備

(3) 再生可能エネルギー施策への
取組

(4) 地球温暖化対策の推進
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9

【事業一覧】※事業一覧は、左から事業番号・事業名・基本施策番号・総合戦略事業の該当

の有無(該当は●)の順で記載されています。

１．森林

2-1 森林整備事業 (1) ●

2-2 森林ボランティア育成事業 (2) ●

２．水辺環境

2-3 親水施設整備事業 (1)

2-4 親水事業の推進 (2)

３．生活環境

2-5 飼い主のいない猫対策事業 (1)

2-6 環境基本計画の推進 (1)

４．循環型社会

2-7 生ごみ堆肥化推進事業 (1)

2-8 ごみの排出抑制と資源化推進事業 (1)

2-9 ごみ減量講座と施設見学会事業 (1)

2-10 リサイクルセンター改良事業 (2)

2-11 新エネルギー利用等促進事業 (3)
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事業番号 2-1 事業名 森林整備事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・間伐および枝打ちの実

施

間伐 65.76ha、枝打ち 11.53ha

を実施した。

（70,246 千円）

スギ、ヒノキの人工林に対し

て、3 割の間伐を実施すると

ともに、すでに本事業で間伐

を行った森林を対象に、枝打

ちを行うことで適切な森林

整備を進めた。

事業番号 2-2 事業名 森林ボランティア育成事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・第 10 期講座を 1 年で

10 回実施する。

森林ボランティア育成講座を 8

回実施し、延べ 134 人が受講し

た。（緊急事態宣言発出に伴い、

2 回中止）

（1,248 千円）

座学、下刈り、間伐、炭焼き、

枝打ち等を実施し、森林ボラ

ンティアの育成に努め、22

人のボランティアを育成す

ることができた。

事業番号 2-3 事業名 親水施設整備事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・利活用の検討

・基本構想等の検討

親水施設の整備、検討について

の方向性について、研究、課題

整理等を行った。また、釜の淵

公園周辺の利活用をさらに深度

下するため、釜の淵エリア活用

検討委員会を設置した。

（0 千円）

釜の淵公園周辺の利活用に

ついて、民間企業と意見交換

を行うなど、関係課と協力し

検討を行うことで、今後の方

向性や課題等、共通認識を図

ることができた。

事業番号 2-4 事業名 親水事業の推進

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・体験型および学習型事

業の実施

事業実施各団体と協議の結果、

事業は中止することとした。次

年度にむけ、オンラインでの実

施等、感染リスクのない形式で

の開催を検討した。

（0 千円）

オンラインでの学習事業実

施を検討したことにより、令

和 3 年度におけるオンライ

ンでの事業実施の目処をつ

けることができた。
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事業番号 2-5 事業名 飼い主のいない猫対策事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・猫対策事業の補助金交

付

・協働での里親会

・無料不妊手術事業参加

新型コロナウイルス感染拡大防

止のため市によるイベントの開

催は中止したが、市民団体主催

の里親会を後援した。また、飼

い主のいない猫対策を実施して

いるボランティア団体に対し補

助金を交付した。（252 千円）

市民団体主催の里親会の後

援、さくらねこ無料不妊手術

事業を実施し、猫の譲渡事業

を行う市民団体を支援し、飼

い主のいない猫対策事業を

推進できた。

事業番号 2-6 事業名 環境基本計画の推進

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・環境基本計画の推進

・生物多様性地域戦略の

推進

計画にもとづく各種施策を推進

するとともに、環境審議会、環

境連絡会を開催した。また、生

物多様性地域戦略にもとづき、

外来種等の調査および駆除を実

施した。

（2,387 千円）

外来生物について、アライグ

マ 50 件、ハクビシン 1 件の

駆除を実施し、外来生物に対

する市民の不安軽減を図る

ことができた。

事業番号 2-7 事業名 生ごみたい肥化推進事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・講習会の実施

・ダンボールコンポスト

の啓発

広報やホームページを活用し、

生ごみたい肥化の普及・啓発を

行った。

（0 千円）

広報やホームページで、生ご

みの減量やリサイクルにつ

いての啓発を行い、生ごみの

資源循環を促進し、燃やすご

みの減量を進めた。

事業番号 2-8 事業名 ごみの排出抑制と資源化推進事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・ごみ減量推進運動

・集団回収の推進

・広報等ごみ減量啓発

レジ袋有料化を踏まえ、啓発用

エコバックを 5,680 個作成する

とともに、集団回収の推進、広

報等によるごみ減量啓発を行っ

た。新たに外国語版青梅市ごみ

の出し方リーフレットを作成し

た。（41,406 千円）

ごみ減量や分別の啓発を行

うとともに、地域の集団回収

を推進した。これにより、市

民のごみ減量と資源化への

意識を高めることができた。
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事業番号 2-9 事業名 ごみ減量講座と施設見学会事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・出前講座の実施

・講演会の実施

・施設見学会の実施

ごみの分別や減量化の意識向上

のため、第四小学校および藤橋

小学校で出前講座を実施し、2

校合計 95 人が参加した。

（0 千円）

出前講座を実施することで、

市内の児童にごみ減量や分

別、リサイクルについての啓

発を行うことができた。

事業番号 2-10 事業名 リサイクルセンター改良工事

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・容器包装プラスチック

処理ライン設置工事

・工事監理委託

・長寿命化総合計画策定

容器包装プラスチック処理ライ

ンを新設したほか、令和 15 年度

を目標年度とし、施設全体の延

命化を図るため、長寿命化総合

計画を策定した。

（99,564 千円）

容器包装プラスチック処理

ラインの新設により、ごみを

別々に処理でき効率的な運

用が可能になった。長寿命化

総合計画を策定し、施設全体

の計画的な延命化を図るこ

とが可能になった。

事業番号 2-11 事業名 新エネルギー利用等促進事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・公共施設の屋根貸し事

業の実施

・木質バイオマスの調査

研究

公共施設の屋根貸し事業を実施

した。木質バイオマスに関する

情報収集を行った。新エネルギ

ー活用に関する自治体間ネット

ワーク会議に参加した。

（0 千円）

屋根貸し事業については、2

事業者で合計 5 施設におい

て実施し、再生可能エネルギ

ーの利用促進を図った。

自治体間ネットワーク会議

にて、情報収集を図ることが

できた。
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第３章 次代を担う子どもをみんなで育むまち

【施策の展開】

【まちづくりの指標】

指 標 単位 過去
基本計画
開始時点

現状 到達目標

保育所待機児童数 人
161 19 2 0

H15.4.1 H25.4.1 R3.4.1 R5.4.1

学童保育所待機児童数 人
65 41 70 0

H15.4.1 H25.4.1 R3.4.1 R5.4.1

放課後子ども教室(夕やけ

ランド)の実施校数
校

1 6 16 16

H20.3.31 H25.3.31 R3.4.1 R4.3.31

まちづくりの基本方向 施策分野 基本施策

３　次代を担う子どもを
    みんなで育むまち

１．子育て支援 (1) 安心して出産・子育てができる
環境づくりの推進

(2) 子育て支援の充実

(3) 保育サービスの充実

(4) 幼稚園教育の推進

(5) 子どもの安全・安心な居場所
づくり

２．家庭教育 (1) 家庭教育への支援

(2) 幼児期の教育支援

３．学校教育 (1) 学力・体力の向上

(2) 心の教育の推進

(3) 特別支援教育の推進

(4) 教育環境の充実

(5) 教職員の資質・能力の向上

(6) 施設の整備・活用

(7) 学校給食の充実

４．青少年活動 (1) 青少年の体験活動の充実

(2) 青少年リーダーの育成

(3) 青少年の健全育成環境の確保
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11

【事業一覧】※事業一覧は、左から事業番号・事業名・基本施策番号・総合戦略事業の該当

の有無(該当は●)の順で記載されています。

１．子育て支援

3-1 子ども・子育て支援事業計画の推進 (1)

3-2 子育て支援事業 (2) ●

3-3 子育て世代包括支援事業 (2) ●

3-4 ファミリー・サポート・センター事業 (2)

3-5 学童保育事業 (3) ●

3-6 短期臨時学童保育事業 (3) ●

3-7 保育所等施設整備事業 (3) ●

3-8 放課後子ども教室事業 (5) ●

２．家庭教育

3-9 家庭教育啓発事業 (1)

３．学校教育

3-10 学力向上事業 (1) ●

3-11 学びと心の育成事業 (1)

3-12 児童生徒の学校適応体制の充実 (2)

3-13 特別支援教育事業 (3)

3-14 学校教材・備品の整備 (4)

3-15 教育の情報化推進事業 (4) ●

3-16 小・中学校校舎トイレ改修事業 (6)

3-17 小・中学校特別教室等空調整備事業 (6)

3-18 学校施設の個別施設計画事業 (6)

3-19 調理場統合の検討 (7)

４．青少年活動

3-20 体験活動の充実 (1) ●

3-21 若者の自立等支援事業 (3)

3-22 青少年健全育成事業 (3) ●
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事業番号 3-1 事業名 子ども・子育て支援事業計画の推進

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・会議の開催（年5回）

・事業の推進

・事業の検証

青梅市子ども・子育て会議を 3

回開催し、検証結果を報告する

とともに、特定教育・保育施設

の利用定員の設定について 2 件

諮問し、施設型給付幼稚園への

移行や利用定員の変更を行っ

た。（379 千円）

計画の事業実施にかかる検

証を行い、課題を共有するこ

とができた。施設型給付幼稚

園への移行や利用定員の変

更を行うことで施設運営の

安定化を図った。

事業番号 3-2 事業名 子育て支援事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・子育て支援事業、子育て

ひろば事業等の実施

・交通機関利用児童等通

学費補助事業の実施

・子ども食堂推進事業の

実施

子育て支援事業、子育てひろば

事業を子育て支援センター等で

実施した。小中学校へ公共交通

機関を利用して通学する児童等

の保護者に通学費の助成、子ど

も食堂実施団体に事業費の補助

を行った。（55,083 千円）

子育て支援事業および子育

てひろば事業を実施し、親子

の遊びの場の提供と交流の

場を提供することができた。

子ども食堂推進事業により

子ども食堂の活動支援の充

実を図った。

事業番号 3-3 事業名 子育て世代包括支援事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・子育て総合相談の実施

・子育て支援情報の提供

・子育て支援センターの

管理運営

・訪問員による家庭訪問

子ども家庭支援センターにおけ

る子育て総合相談を行うととも

に、相談員による家庭訪問を実

施した。子育て世代包括支援セ

ンターでは、妊娠から出産、子

育てに関する相談に応じた。

（45,358 千円）

出産や子育てに関する不安

や悩みの相談に応じたり、情

報提供を行うことで、妊産婦

や子育て中の方の不安等を

取り除くことができ、子ども

を育てやすい環境づくりに

つながった。

事業番号 3-4 事業名 ファミリー・サポート・センター事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・育児支援活動

・講習および指導の実施

・会員間の交流等

特定非営利活動法人に委託し、

保育所などへの送迎や子どもの

預かり等の育児支援活動を延べ

790 件実施したほか、提供会員

養成講座を 1 回、会員間の交流

会および地区住民との交流会を

開催した。（7,449 千円）

育児支援活動により、子育て

世代の負担を軽減し、また、

提供会員養成講座を開催し、

提供会員数を確保するほか、

相互援助活動の組織を強化

した。
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事業番号 3-5 事業名 学童保育事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・民設学童保育所の設

置促進

・放課後子ども総合プ

ランの推進

令和元年度から 4 事業者による

指定管理者が管理運営を行っ

た。待機児童が比較的多い新町

地区において、令和 3 年 4 月開

所に向け、民設民営の学童保育

所の施設整備を行った。

（422,319 千円）

多様な事業者の参入により、

保育の質の向上を図った。

新町地区に新たな民間学童保

育所が令和3年 4月に開所し、

待機児童が減少の見通しとな

った。

事業番号 3-6 事業名 短期臨時学童保育事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・短期臨時学童保育所

を１校開設

小学校の臨時休校が実施され、

授業時間の確保により夏季休業

期間が短縮されたことから、新

たな短期臨時学童保育事業の増

設を見送り、定員に空きがある

既存のクラブで受入を実施し

た。（0 円）

新型コロナウイルス感染拡大

防止のため、事業内容を定員

に空きがある既存のクラブで

の受入のみに見直しを行っ

た。7 人から申請があり、5 人

が入所、2 人が辞退した。

事業番号 3-7 事業名 保育所等施設整備事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・四恩幼稚園認定こども

園移行に係る施設整備

・NICOLANDほいくえん病

児保育実施

四恩幼稚園の認定こども園移行

に係る乳児棟の施設整備および

NICOLAND ほいくえんの病児保

育実施に伴う施設改修を実施し

た。

（33,189千円）

認定こども園移行により特に

0 歳から 2 歳児クラスの待機

児童の減少が図られた。病児

保育の実施により保護者が安

心して働くことができ、子育

てと就労の両立が可能となっ

た。

事業番号 3-8 事業名 放課後子ども教室事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・放課後子ども教室(夕

やけランド)推進事業

(16校)

・学童保育事業との連

携

東小学校を除く全小学校 16 校

で開催した。参加者延べ人数

8,803 人。学童保育事業との連

携実施は、新型コロナウィルス

感染拡大防止のため中止とし

た。

（9,542 千円）

新型コロナウィルス感染症対

策を講じながら、児童が放課

後等を安全・安心に過ごし、多

様な体験・活動を行うための

環境を整備することができ

た。
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事業番号 3-9 事業名 家庭教育啓発事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・家庭教育啓発事業

(家庭教育講演会、家

庭のスローガンの周

知等)の実施

オンライン学習、プログラミン

グ、命の大切さをテーマにオン

ラインを活用して講演会を3回

行った。

（54千円）

保護者の関心が高いオンライ

ン学習や令和2年度に小学校の

必修科目となったプログラミ

ング、命の大切さについての講

演会を実施し、家庭教育につい

ての啓蒙・支援を行うことがで

きた。

事業番号 3-10 事業名 学力向上事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・学力向上対策事業

（土曜、放課後等の

補習）の実施

・研究指定校の実施な

ど

土曜日のサタデークラス（6 会

場、各 10～14 回）、放課後等の

ステップアップクラス（26

校）、中学 3 年生を対象とした

スタディ・アシストのほか、研

究指定校 5 校による研究を実施

した。（21,380 千円）

放課後や土曜日の補習事業を

通して、児童・生徒の学習習慣

の定着を図った。

2年次の研究指定校2校が研究

発表を行い、研究の成果を広

めた。

事業番号 3-11 事業名 学びと心の育成事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・学校教育の課題解決

や教育活動の活性化

を図る事業の実施

各学校の実態に応じて、放課後

等の学習補助、登校支援、農業

体験、植栽活動、伝統文化体験

などを実施した。

（12,098 千円）

学校の特色や、学校の実態に応

じて、学力向上やいじめ問題の

解決、不登校の解消に向けた事

業を展開することにより、各学

校の課題解決や教育活動の活

性化を推進した。

事業番号 3-12 事業名 児童生徒の学校適応体制の充実

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・適応指導教室指導員

配置

・指導環境の整備

・スクールソーシャル

ワーカーの配置

適応指導教室において不登校の

児童・生徒を対象に授業を行っ

た。

スクールソーシャルワーカー2

名を配置し、不登校や家庭環境

の問題等29件の支援を行った。

（7,232千円）

適応指導教室に在籍していた

中学3年生9名全員が高等学校

等へ進学した。不登校や家庭環

境等の支援を行い、29 件のう

ち、14 件が解決、あるいは状況

が好転した。
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事業番号 3-13 事業名 特別支援教育事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・全中学校の特別支援

教室実施

・教育活動支援員の配

置

・研修会の開催

中学校 6 校に特別支援教室を開

設し、全中学校（東中を除く）へ

の設置が完了した。全小中学校

に学校教育活動支援員を配置

し、必要な支援を行った。特別

支援教育について研修会を実施

した。（13,041 千円）

全校への設置が完了し、在籍校

で特別な指導を受けられるよう

になり移動等の負担が軽減され

た。支援員を全校に配置し、通常

学級において特別な支援を必要

とする児童・生徒の意欲向上や

授業理解につながった。

事業番号 3-14 事業名 学校教材・備品の整備

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・学校指導備品（図

書、音楽教材、理科

備品等）の更新、整

備

図 書 購 入 （ 小 学 校 17 校 計

11,448,788 円、中学校 11 校計

9,769,090 円）、理科備品（小学

校 3 校計 730,642 円、中学校 2

校計 483,868 円）等により、学

校の学習環境の整備を図った。

（28,242 千円）

蔵書整備により、分野の充実や

新たな知見の取得につながっ

た。

理科備品の購入により、実験環

境を改善することができた。

事業番号 3-15 事業名 教育の情報化推進事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・校務用ｻｰﾊﾞ等更新

・情報ｾｷｭﾘﾃｨ対策の実

施

校務用メールサーバを更新し

た。情報セキュリティ対策とし

て、教員の研修および情報セキ

ュリティ監査を実施した。GIGA

スクール構想における 1 人 1 台

のタブレット端末を導入した。

（616,742 千円）

校務用メールサーバを更新し、

教員の職場環境を改善した。情

報セキュリティについて、研修

や監査を実施し、意識の向上を

図った。生徒児童に 1 人 1 台の

タブレット端末を導入し、オン

ライン学習環境を整えた。

事業番号 3-16 事業名 小・中学校校舎トイレ改修事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・基本・実施設計、調

査委託(4校)

（小3校・中1校）

・改修工事(4校)

（小1校・中3校）

河辺小、霞台小、若草小、新町中

の基本・実施設計およびアスベ

スト含有調査を実施した。吹上

小、第一中、第六中、吹上中のト

イレ改修工事およびトイレ改修

に伴う外壁等改修工事を実施し

た。（358,427 千円）

小・中学校 4 校の改修工事によ

り、小・中学校のトイレ洋式化率

は前年度の約48％から約54％に

増加し、より多くの児童・生徒が

快適なトイレを使用できるよう

になった。
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事業番号 3-17 事業名 小・中学校特別教室等空調整備事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・基本・実施設計、調

査委託（小 6 校）

・整備工事（小 6 校）

第一小、第五小、友田小、今井

小、第七小、吹上小の空調機整

備の基本・実施設計およびアス

ベスト含有調査を実施した。第

六小、成木小、河辺小、新町小、

霞台小、若草小に空調機整備工

事を実施した。（302,052 千円）

小学校 6 校の改修工事等により、

小・中学校校舎の空調化率は前年

度の約 67％から約 73％に増加

し、教育環境の整備を推進するこ

とができた。

事業番号 3-18 事業名 学校施設の個別施設計画事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・学校施設の個別施

設計画を策定

学校規模適正化検討委員会での

計画案の検討、教育委員会およ

び議会への計画案の報告、パブ

リック・コメントによる市民意

見の徴取、教育委員会での承認

を経て「青梅市学校施設個別計

画」を策定した。（11 千円）

「青梅市学校施設個別計画」を策

定した。市民へ公開し、学校施設

の今後のあり方について市民へ

周知することが出来た。

事業番号 3-19 事業名 調理場統合の検討

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・根ヶ布調理場解体

準備

・実施方針・要求水

準書の作成

根ヶ布調理場解体に向けた準備

を行った｡設計から運営までの

一括発注方式の支援業務を委託

した。入札方式､契約手法等の必

要な手続きや新施設の内容等を

学校給食センター統合検討委員

会等で協議した｡（5,335 千円）

支援業務の委託や検討委員会等

での協議により、土壌調査の必要

性､北側がけ地への対応､入札方

式の選定､契約手法等、一括発注

方式による事業者選定に向けた

課題を整理することができた。

事業番号 3-20 事業名 体験活動の充実

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・体験教室の開催

（農業・食育体験

教室、親子文化体

験教室など）

農業・食育体験教室を 4 月 26 日

から 11 月 8 日の間に 6 回開催

し、延べ 234 人が参加した。

親子で参加する文化体験を1講

座開催し、延べ参加者32人が参

加した。

（39千円）

自宅ではあまりできない体験を

することによって、子どもたちの

興味、関心の幅を広げることがで

きた。
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事業番号 3-21 事業名 若者の自立等支援事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業 令和２年度事業成果

・自立等支援事業と

して、若年者・家族

向け相談、家庭訪

問、民生委員・市民

向け講演会の実施

ひきこもり等支援事業として、

講演会等の実施を予定してい

たが、新型コロナウイルス感染

症拡大防止のため令和 2 年度

については中止とした。なお、

個別の相談については随時相

談受付を行った。（661 千円）

令和 2 年度から年齢要件が撤廃さ

れ、生活困窮者自立相談支援事業

と一体的に相談を受けることによ

り、年齢に関係なく幅広く相談を

受けることが可能となり、個々の

状況に応じた様々な支援を行うこ

とができるようになった。

事業番号 3-22 事業名 青少年健全育成事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業 令和２年度事業成果

・親子ふれあい綱引

き大会の実施

・青少年健全育成団

体の登録

・青少対事業費補助

親子ふれあい綱引き大会は新

型コロナウイルス感染拡大防

止のため中止した。青少年健全

育成団体を 92 団体登録した。

地域活動支援として青少年対

策各地区委員会に補助金を交

付した。（1,639 千円）

スポーツや文化活動を通して青少

年の健全育成活動の推進を図ると

ともに、新型コロナウイルス対策

市民活動団体支援事業補助金を交

付した。各地区委員会の青少年対

策事業を推進した。
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第４章 文化・交流活動がいきづくまち

【施策の展開】

【まちづくりの指標】

指 標 単位 過去
基本計画
開始時点

現状 到達目標

生涯学習講座・教室受講者

数
人

1,583 6,787 1,178 10,000

H14 年度 H24 年度 R2年度 R4年度

美術館年間入館者数 人
21,293 20,837 4,010 21,000

H14 年度 H24 年度 R2年度 R4年度

市民一人当たりの図書貸出

冊数
冊

5.2 7.6 4.7 9.1

H14 年度 H24 年度 R2年度 R4年度

スポーツ実施率 ％
26.3 28.8 41.0 70 以上

H15 年度 H24 年度 H28 年度 R4年度

まちづくりの基本方向 施策分野 基本施策

４　文化・交流活動がいき １．生涯学習 （1）生涯学習推進体制の整備

    づくまち （2）生涯学習の環境整備

２．歴史・文化・芸術 （1）文化遺産の魅力を生かした
     まちづくりの推進

（2）アートによるまちづくりの推進

（3）市民文化・芸術活動の振興

（4）文化芸術活動拠点施設のあり方
     の再構築

３．図書館 （1）図書館資料の充実

（2）図書館サービスの充実

（3）子どもの読書活動の支援

（4）図書館ネットワークの充実

（5）運営方法等の検討

４．スポーツ・
　　レクリエーション

（1）青梅市スポーツ推進計画の策定
     と施策の推進

（2）体育施設の整備と管理運営の
     充実

５．都市間交流 （1）国際交流の促進

（2）地域間交流の促進
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【事業一覧】※事業一覧は、左から事業番号・事業名・基本施策番号・総合戦略事業の該当

の有無(該当は●)の順で記載されています。

※図書館資料整備事業(4-5)および青梅市子ども読書活動推進事業(4-6)の事業費については、指定管理者への管

理運営委託料に含まれるため「－」で表記

１．生涯学習

4-1 第六次青梅市生涯学習推進計画の推進 (1) ●

２．歴史・文化・芸術

4-2 文化財の活用による地域活性化の推進 【新規】 (1) ●

4-3 吉川英治記念館運営事業 【新規】 (1) ●

4-4 文化交流センター運営事業 (4) ●

３．図書館

4-5 図書館資料整備事業 (1)

4-6 青梅市子ども読書活動推進事業 (3)

４．スポーツ・レクリエーション

4-7 青梅市スポーツ推進計画の推進 (1)

５．都市間交流

4-8 東京２０２０大会の成功に向けた気運醸成事業 (1)

4-9 自治体間交流事業 (2) ●
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事業番号 4-1 事業名 第六次青梅市生涯学習推進計画の推進

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・第六次青梅市生涯学習

推進計画の推進

各部署に進捗状況を確認し、状

況把握に努めた。進捗状況報告

書としてまとめ関係機関へ周知

を行った。また、生涯学習だよ

りを 4 回発行した。

（178 千円）

生涯学習推進計画の体系に

沿った生涯学習を各課、各機

関、団体と連携しながら推進

することができた。

事業番号 4-2 事業名 文化財の活用による地域活性化の推進【新規】

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・都指定有形文化財の武

蔵御嶽神社旧本殿および

同じく春日神社本殿の塗

り替え修理等

御嶽神社旧本殿の漆塗り替え工

事、春日神社本殿の彩色剥落防

止工事等を行った。また、成木

熊野神社境域の危険木伐採、御

嶽神社の赤糸威鎧、紫裾濃鎧の

防災・防犯機能復旧工事を行っ

た。（6,334 千円）

御嶽神社旧本殿、春日神社本

殿については、工期内に工事

等が完了し、文化財を後世へ

繋ぐ一助とできた。成木熊野

神社境域、御嶽神社の鎧 2

領については、再び安全な形

で公開できるようになった。

事業番号 4-3 事業名 吉川英治記念館運営事業【新規】

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・開館準備

・開館イベントの実施

・資料の整理・活用

民間事業者の創意工夫等を活用

した記念館の管理運営を行うた

め、指定管理者制度を導入し、

英治忌に合わせ予定通り開館し

た。収蔵資料を活用し通年展示

および季節展示を開催した。

（28,308 千円）

母屋を耐震補強によって常

時公開することができるよ

うになり､新たな記念館活用

の土台を作ることができた｡

また、企業版ふるさと納税等

の寄付により事業運営充実

の基礎を作ることができた。

事業番号 4-4 事業名 文化交流センター運営事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・あそびばコーディネー

ターと連携した賑わいの

創出と利用者拡大

新型コロナウイルス感染症対策

を講じながら、生涯学習の企画

事業を 2 回行うとともに、子ど

もたちの居場所作りや、各イベ

ントとの連携、協力等、多岐に

渡る事業展開を行った。

（2,359 千円）

市民から選出された「あそび

ばコーディネーター」が、利

用者の声を聞きながら、施設

の賑わいの創出、利用者拡大

等を行うことができた。
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事業番号 4-5 事業名 図書館資料整備事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・図書の購入

・視聴覚資料の購入

青梅市図書館資料選定基準にも

とづき、市民要望も尊重した図

書館資料の充実に努めた。

（－）

年間 153,463 冊のリクエス

トがあり、その内、153,438

冊の提供ができ、充足率は

99.9 パーセントであった。

また、WEB 予約が前年度より

13,825 件増加した。

事業番号 4-6 事業名 青梅市子ども読書活動推進事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・子ども読書活動推進事

業、学校連携推進重点校

事業の実施等

第四次青梅市子ども読書活動推

進計画にもとづき、読書活動支

援や読書情報提供、読書啓発・

広報および人材育成などの事業

を、新型コロナウイルス感染症

対策を行いながら実施した。

（－）

おはなし会の開催、ブックリ

ストの配布、学校連携重点校

事業、おはなしボランティア

等の人材育成、小中学校への

学校司書の配置（東小中除

く）等を実施し、子ども読書

活動を推進した。

事業番号 4-7 事業名 青梅市スポーツ推進計画の推進

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・青梅市スポーツ推進計

画の推進

新たにオクトーバー・ラン＆ウ

ォーク 2020 を実施した。青梅マ

ラソン大会に代わり青梅ロード

レース 2021 バーチャルを実施

した。また、わかぐさ公園子ど

もプール管理棟等のトイレの洋

式化を行った。（256 千円）

コロナ禍においても、運動を

始めるきっかけとなるイベ

ントの提供やオンラインマ

ラソンを開催することで、ス

ポーツ推進に取り組んだ。ま

た、施設の改修により、スポ

ーツを行う環境を整備した。

事業番号 4-8 事業名 東京２０２０大会の成功に向けた気運醸成事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・スポーツ、文化・教育

など多様な分野における

気運醸成と交流促進

・聖火リレー等大会関連

事業の推進

パラスポーツへの理解促進を目

的としたイベントや、文化の祭

典としての側面から、書道をテ

ーマに身近な地域で実施する文

化キャラバンを実施した。

（7,226 千円）

東京 2020 大会の開催延期が

決定されたが、高め続けてき

た気運を途切れさせないよ

うスポーツに限らない多様

な分野から気運醸成を図っ

た。
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事業番号 4-9 事業名 自治体間交流事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・各種事業による交流

・青梅・南相馬スクラム

支援事業の実施

杉並フェスタセンターステージ

における交流自治体紹介に、他

の杉並区交流自治体とともに参

加した。

（7 千円）

杉並フェスタ交流自治体紹

介に参加し、他団体との交流

のほか、来場観客に対し、青

梅市の魅力を発信すること

ができた。
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第５章 みんなが元気で健康なまち

【施策の展開】

【まちづくりの指標】

まちづくりの基本方向 施策分野 基本施策

５　みんなが元気で健康な １．予防・健康づくり （1）健康づくりの充実

    まち （2）保健サービスの充実

（3）食育の推進

２．医療体制・ （1）地域医療体制の充実

    市立総合病院経営 （2）救急医療体制の充実

（3）市立総合病院の経営

指 標 単位 過去
基本計画
開始時点

現状 到達目標

特定健康診査の受診率 ％
42.5 48.5 51.3 60.0

H20 年度 H24 年度 R1年度 R4年度

慢性腎不全(ＣＫＤ)重症化

予防の取組による新規人工

透析の患者数

人
15 20 18 10

H20 年度 H24 年度 R1年度 R4年度

乳幼児健康診査の受診率 ％
95 97 98 100

H22 年度 H24 年度 R1年度 R4年度

「食育」へ関心を持ってい

る市民の割合
％

- 69.4 67 80 以上

- H20 年度 R1年度 R4年度

「かかりつけ医」がいる市

民の割合
％

- 53.6 70.3 70

- H20 年度 R1年度 R4年度
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【事業一覧】※事業一覧は、左から事業番号・事業名・基本施策番号・総合戦略事業の該当

の有無(該当は●)の順で記載されています。

１．予防・健康づくり

5-1 青梅市健康増進計画の推進 (1) ●

5-2 生活習慣病の重症化予防 (2)

5-3 青梅市食育推進計画の推進 (3)

２．医療体制・市立総合病院経営

5-4 地域医療機関連携推進事業 (1)

5-5 医療器械整備推進事業 (3)

5-6 新病院建設事業 (3) ●
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事業番号 5-1 事業名 青梅市健康増進計画の推進

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・青梅市健康増進計画の

策定

・推進会議、庁内連絡会

議の開催

庁内連絡会議を開催した。

推進会議を書面にて2回開催し

た。

（168 千円）

コロナ禍であったが、当初の

予定通り推進会議を 2 回実

施できた。推進会議等で各課

の取り組み状況を確認し、今

後の方向性について協議す

ることで、健康増進計画を推

進することができた。

事業番号 5-2 事業名 生活習慣病の重症化予防

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・対象者へ啓発

・医師による講演会の開

催

令和 2 年度の特定健診受診者

で、eGFR50 未満または、尿タン

パク（＋）以上の 867 名に対し、

緊急事態宣言発令のため講演会

を中止し、再検査通知と慢性腎

臓病予防に関するパンフレット

を送付した。（122 千円）

講演会は実施出来なかった

が、慢性腎臓病の疑いがある

対象者全員へ、パンフレット

とチラシを送り、重症化予防

のための啓発を行うことが

できた。

事業番号 5-3 事業名 青梅市食育推進計画の推進

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・食育推進会議、庁内連

絡会議の開催（年 2 回）

・食育関連事業の開催

食育推進会議（2 回）、子育てア

プリを利用した食に関する配信

（4 回）、栄養相談（9 回）、離乳

食教室を開催した。

（356 千円）

食育推進会議は書面開催し、

進捗管理や目標設定につい

て協議した。親子食育講座や

講演会はコロナ禍で中止と

なったが、子育てアプリや行

政メールを用いて食の情報

を発信し、食育を推進した。

事業番号 5-4 事業名 地域医療機関連携推進事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・地域医療連携懇話会の

実施

・地域医療支援病院継続

・ＩＣＴを活用した地域

医療連携の推進

にしたま ICT 医療ネットワーク

を通じ、カルテを事前に開示し

た上で連携調整を行う体制を構

築、全科での運用を開始した。

Zoomを使用した地域の多職種に

よる退院前カンファレンスを開

始した。（3,720 千円）

連携調整時にカルテを公開

する体制の構築や近隣の医

療機関へ参加の働きかけを

行ったことで、令和元年度１

病院、3 件の公開から、5 病

院、2 診療所、95 件の公開へ

増加した。
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事業番号 5-5 事業名 医療器械整備推進事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・ＣＴ装置の更新

・Ｘ線透視撮影装置の更

新

CT装置、X線透視撮影装置など、

新病院開院に向けて更新等が必

要となる器械、78装置について、

計画的な整備を行った。

（632,925 千円）

CT 装置、X 線透視撮影装置と

もに最新の高性能機とした

ことにより、広範囲撮影、高

精細な画像の取得を実現し

た。また、短時間処置が可能

となり、患者の被ばく低減に

つながった。

事業番号 5-6 事業名 新病院建設事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・基本計画に沿った新病

院建設工事に着手

南棟ほかの解体工事を 7 月に完

了した。

新病院建設工事は、制限付一般

競争入札により、施工者を決定

し、1 月に工事に着手した。

（423,617 千円）

近隣住民や来院者の安全を

確保しながら、南棟ほか解体

工事を完了するとともに、新

病院建設工事に着手したこ

とで、基本計画どおりに事業

を推進した。
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第６章 福祉が充実したまち

【施策の展開】

【まちづくりの指標】

※出現率＝要介護(要支援)認定者数÷介護保険第１号被保険者(65 歳以上)数

※要介護(要支援)認定者の出現率の到達目標は、「第６期青梅市高齢者保健福祉計画・青梅市介護保険事業計画」

の推計値です。

指 標 単位 過去
基本計画
開始時点

現状 到達目標

自分が健康だと自覚してい

る高齢者の割合
％

－ 80.2 79.5 増加

－ H22 年度 令和 1年度 R4年度

要介護(要支援)認定者の出

現率※ ％
11.9 14.5 15.9 21.7

H15.3.31 H25.3.31 R3.3.31 R5.3.31

認知症サポーター数 人
292 1,490 5,954 10,000

H20.3.31 H25.3.31 R3.3.31 R5.3.31

まちづくりの基本方向 施策分野 基本施策

６　やさしい福祉のまち １．地域福祉 （1）福祉意識の向上

（2）地域福祉活動の促進

（3）権利擁護の推進

（4）人にやさしいまちづくりの推進

２．高齢者福祉 （1）元気高齢者のいきがいづくり
     の促進

（2）介護予防・生活支援サービス
     の充実

（3）地域における支援体制の充実

３．障害者福祉 （1）計画の推進・策定

（2）自立生活の支援

（3）社会参加の促進

４．ひとり親福祉 （1）自立への支援

（2）相談・連携体制の充実

５．生活保護 （1）実施体制の充実と適正実施

（2）生活自立への支援

６．社会保障 （1）国民健康保険制度の健全運営

（2）後期高齢者医療制度の健全運営

（3）介護保険制度の健全運営

（4）国民年金制度の啓発・周知

福祉が充実したまち
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【事業一覧】※事業一覧は、左から事業番号・事業名・基本施策番号・総合戦略事業の該当

の有無(該当は●)の順で記載されています。

１．地域福祉

6-1 民生委員・児童委員の適正配置 (2)

6-2 成年後見制度等の周知および利用促進 (3)

２．高齢者福祉

6-3 介護予防・日常生活支援総合事業 (2) ●

6-4 高齢者等見守り支援ネットワークの構築 (3)

6-5 認知症サポーター養成研修事業 (3)

３．障害者福祉

6-6 障害者計画、障害福祉計画・障害児福祉計画の策定・推進 (1)

6-7 青梅市障がい者サポートセンター事業 (2)

6-8 視聴覚サービス等支援事業 (2)

6-9 青梅市障害者就労支援センター事業 (3)

４．ひとり親福祉

6-10 ひとり親家庭自立支援事業 (1) ●

５．生活保護

６．社会保障
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事業番号 6-1 事業名 民生委員・児童委員の適正配置

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・地域福祉の推進

・各種相談業務

・関係機関との調整

民生児童委員の日々の活動とし

て、高齢者や障害のある方の見

守り、相談、各種調査業務を行

った。

（36,517 千円）

民生児童委員による高齢者

や障害のある方の見守り等

を行うことで、生活状況を把

握することができた。支援を

必要とする方が福祉サービ

スを利用できるよう関係機

関につなげることができた。

事業番号 6-2 事業名 成年後見制度等の周知および利用促進

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・成年後見事業の推進

・法人後見の実施

・社会貢献型後見人等の

導入の検討

市長申立による申請14件、後見

報酬1件の助成を行った。青梅市

社会福祉協議会に委託し、市民

に対して制度の周知を行うとと

もに、法人後見を16件受任し、

うち2件終了した。

（15,174千円）

制度の周知を行うことによ

り、青梅市社会福祉協議会へ

の相談件数や法人後見の受

任件数が増加し、制度の利用

促進を図ることができた。

事業番号 6-3 事業名 介護予防・日常生活支援総合事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・介護予防・日常生活支

援総合事業の実施

地域介護予防支援事業や、新型

コロナウイルス感染拡大防止措

置として電話等による状況確認

サービス事業を開始した。各地

域で 2 層協議体を設置し地域の

課題や活動について話し合いを

計 48 回重ねた。（207,405 千円）

地域介護予防活動支援事業

を通して介護予防に努めた。

状況確認サービス事業では

重度化の防止を図った。協議

体活動では関係者間のネッ

トワークが構築され、支えあ

い活動への理解が深まった。

事業番号 6-4 事業名 高齢者等見守り支援ネットワークの構築

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・高齢者等見守り支援ネ

ットワーク会議の開催

新型コロナウイルス感染拡大防

止のため会議は実施せず、事業

者の活動状況報告により情報共

有を行った。すでに配布済みの

青梅市見守り支援ネットワーク

事業ステッカーを随時希望のあ

った事業者に配布した。（4千円）

協定締結事業者が 1 事業者

増え、合計 41 事業者となり、

高齢者の見守り体制を拡大

することができた。高齢者向

け冊子に事業者名を掲載し

広く市民等に周知を図るこ

とで事業の理解が深まった。
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事業番号 6-5 事業名 認知症サポーター養成研修事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・認知症サポーター養成

研修の実施

・関係機関との連携

認知症サポーター養成研修を 4

回開催し、74 人が受講した。認

知症サポーターが累計で 5,954

名に増加した。

（0 円）

講師は地域包括支援センタ

ー職員のほか、介護施設職員

等が担い、連携して認知症の

普及啓発について取り組む

ことができた。

事業番号 6-6 事業名 障害者計画、障害福祉計画・障害児福祉計画の策定・推進

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・障害者計画および障害

福祉計画・障害児福祉

計画の推進

・障害福祉計画・障害児

福祉計画の策定

障害者地域自立支援協議会（本

会 4 回開催）において、各種計

画の評価・検証を行い、今後の

課題等の意見を参考に第 6 期青

梅市障害福祉計画・第 2 期青梅

市障害児福祉計画を策定した。

（183 千円）

第 5 期青梅市障害者計画の

障害福祉サービスに関する

実施計画として、具体的な成

果目標、活動指標を明記し

た。これにより、より計画的

に障害者福祉の推進ができ

るようになった。

事業番号 6-7 事業名 青梅市障がい者サポートセンター事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・障害者を支援する各種

事業の実施

障がい者を支援するための相談

支援事業や生活リズムの確立、

自立の促進を推進する地域活動

支援センター事業のほか、電話

による健康相談や個別面談を実

施した。

（54,489 千円）

コロナ禍で地域の交流イベ

ント等の実施は見送ったも

のの、感染対策を講じ、電話

による健康相談や個別面談

の実施等により利用者の不

安解消に努めた。

事業番号 6-8 事業名 視聴覚サービス等支援事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・音声コードの普及啓発

・手話講習会の実施

・手話通訳者の配置

障がい者福祉課の窓口に手話通

訳者を配置した。

音声コードの市刊行物等への使

用と普及啓発を図った。

手話講習会（初級）を 18 回実施

し、15 名が受講した。

（441 千円）

障がい者福祉課窓口に手話

通訳者を配置（火曜日の午

前、水曜日の午後）し、窓口

サービスの向上を図った。

音声コードの普及を市全体

で取り組むことにより、情報

のバリアフリー化を図った。
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事業番号 6-9 事業名 青梅市障害者就労支援センター事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・就労面の支援の実施

・生活面の支援の実施

新型コロナウイルス感染拡大防

止のためオンライン面談やオン

ライン企業訪問など ICT を積極

的に活用し、職業相談、就労準

備相談などの就労面の支援や日

常生活、社会生活などの生活面

の支援を行った。（31,173 千円）

一般就労に至った障がい者

の就労支援や職業生活を継

続するための生活支援を実

施し、障がい者、雇用者合わ

せて計 1,277 名の支援を行

い、障害者の自立と社会参加

の促進を図ることができた。

事業番号 6-10 事業名 ひとり親家庭自立支援事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・母子・父子自立支援員

等による相談・支援の

実施

・高等職業訓練促進給付

金等の支給

母子・父子自立支援員等による

相談を 703 件受け、支援を実施

するとともに、高等職業訓練促

進給付金等を 23 名に支給した。

（17,257 千円）

修了支援給付金支給者 5 人

のうち 3 人が准看護師の資

格を取得（1 人はさらに看護

科へ進学）した。また、1 人

は保育士、1 人は美容師の資

格を取得し、5 人全員が就労

している。

40
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第７章 活気ある産業で雇用が生まれるまち

【施策の展開】

【まちづくりの指標】

指 標 単位 過去
基本計画
開始時点

現状 到達目標

年間観光入込み客数 人
212万 195万 216万 212 万

H13年度 H24年度 H29年度 R4年度

事業所数・従業員数
カ所

人

5,200

56,280

5,051

55,925

4,504

47,556

5,024
55,629

H13 H21 H28 R4

まちづくりの基本方向 施策分野 基本施策

７　活気ある産業で雇用が １．農業・林業 (1) 安全で多彩な農業生産の推進

    生まれるまち (2) 広範な担い手の育成

(3) 生産の基本となる農地の保全

(4) 魅力ある地産地消の推進

(5) ふれあい農業の推進

(6) 林業の振興

２．工業 (1) 工業基盤の強化

(2) 経営の支援

(3) 企業連携の促進

３．商業 (1) 商店街活性化の支援

(2) 観光商業の振興

４．新産業 (1) 企業の誘致

(2) 研究拠点・新規分野の集積

(3) 次世代産業の育成

５．観光 (1) 観光施設・観光情報の充実

(2) 観光資源の創出

６．雇用 (1) 雇用の促進

(2) 勤労者福祉の充実
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【事業一覧】※事業一覧は、左から事業番号・事業名・基本施策番号・総合戦略事業の該当

の有無(該当は●)の順で記載されています。

１．農業・林業

7-1 青梅市農業振興計画の推進 (1) ●

7-2 梅の里再生事業 (1) ●

7-3 強化対策地区における緊急防除対策事業 (1) ●

7-4 都市農業活性化支援事業 (2)

7-5 農業経営改善計画等の推進 (2)

7-6 ６次産業化支援事業 (4) ●

7-7 林業振興事業 (6) ●

２．工業

7-8 おうめものづくり支援事業 (1) ●

7-9 おうめひとづくり支援事業 (1) ●

３．商業

7-10 商・工業振興プランの推進 (1) ●

7-11 商店街空き店舗活用事業 (1) ●

7-12 商店街活性化イベント事業の推進 (2) ●

7-13 販路拡大支援事業 (2) ●

４．新産業

7-14 企業誘致の推進 (1) ●

５．観光

7-15 観光ボランティア養成事業 (1)

7-16 観光戦略の推進 【新規】 (1) ●

7-17 梅の里再生事業 (2) ●

7-18 フィルムコミッション(ロケーションサービス)事業 (2) ●

６．雇用

7-19 就職面接会の開催 (1) ●

7-20 労働相談の実施 (2)
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事業番号 7-1 事業名 青梅市農業振興計画の推進

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・農業振興計画にもとづ

く事業の推進

青梅市農業の担い手である認定

農業者および認定新規就農者に

対し、利用権設定による農地の

集約化を図るとともに、農業経

営改善計画等実施事業補助金等

を交付するなどの支援を行っ

た。（77,545 千円）

各農業者への支援により、生

産性の向上や、業務の効率

化、労働の質の向上を図るこ

とができた。

事業番号 7-2 事業名 梅の里再生事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・梅まつりの実施

・梅の公園等の整備充実

・梅苗木育成・管理

梅の公園に梅樹植栽、階段工や

ベンチおよび手すりを設置する

など施設整備を実施した。日高

市圃場にて育成した梅苗木 313

本を農地に再植栽した。梅まつ

り（3/1～3/21）を実施した。

（76,874 千円）

継続的な梅樹植栽や施設整

備、管理の充実により、梅の

里の景観の再生を進めるこ

とができた。規模を縮小して

梅まつりを期間開催し、7 千

人以上の来園者があった。

事業番号 7-3 事業名 強化対策地区における緊急防除対策事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・感染状況調査

・アブラムシ防除作業

ウメ輪紋ウイルス緊急防除にか

かる強化対策を実施した。年 3

回の PPV 感染状況調査、春季・

秋季のアブラムシ防除を実施し

た。感染樹の即時伐採（枝打ち）

は、国の方針変更に伴い実施し

ていない。（42,855 千円）

これまで実施してきた防除

事業により、緊急防除地域が

解除され、令和 3 年度から市

内全域で再植栽が可能とな

った。

事業番号 7-4 事業名 都市農業活性化支援事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・農業者集団等の生産力

や収益の向上の支援

・支援対象事業の検討

認定新規就農者の営農集団 2 団

体に対し、生産施設や農業用機

械の購入にかかる費用を補助し

た。

（32,886 千円）

生産施設や農業用機械を新

たに導入することで、生産・

出荷調整作業の効率化や生

産物の品質向上、出荷の安定

を図り、農業への定着と育成

が図られた。
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事業番号 7-5 事業名 農業経営改善計画等の推進

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・市内認定農業者等への

支援

認定農業者等に 11 経営体 15 件

の農業経営改善計画等実施事業

補助金を交付した。

（1,461 千円）

補助事業による施設整備等

により、認定農業者等の生産

力の向上や、作業環境の改善

につながった。

事業番号 7-6 事業名 ６次産業化支援事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・６次産業化の支援

・地産地消の推進

・新たな補助事業

6 次産業化事業に取り組む市内

団体（1 件）に対し、地場産野

菜を使った製品開発に 6 次産業

化事業費補助金を交付した。

（255 千円）

異業種間の連携に広がりを

見せるなど、地産地消の推進

とともに、地域産業の活性化

が図られた。

事業番号 7-7 事業名 林業振興事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・森林所有者意向調査準

備業務

都および地域森林計画対象森林

がある 6 市町村で協議会を発足

した。森林所有者意向調査準備

事務により、調査対象地域のゾ

ーニングを行った。

（568 千円）

ゾーニングにより令和 3 年

度に実施する意向調査の地

域を選定することができた。

事業番号 7-8 事業名 おうめものづくり支援事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・中小企業に対する各種

支援の実施

・支援企業に対する効果

測定

中小企業等に対し、新製品・新

技術開発事業（3 件）、産業財産・

認証出願事業（6 件）を実施し

た。

（6,577 千円）

新製品や改良を加え付加価

値を高めた製品等への補助

を行った結果、3 件の新製品

化を実現することができた。
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事業番号 7-9 事業名 おうめひとづくり支援事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・中小企業、中小企業グ

ループに対する各種支援

の実施

・支援企業に対する効果

測定

中小企業者等に対し、人材確

保・育成事業（6 件）、企業間交

流支援事業（1 件）、展示会等出

展事業（5 件）を支援した。

（1,300 千円）

ひとづくりの視点から市内

中小企業者の人材育成支援

に寄与した。

事業番号 7-10 事業名 商・工業振興プランの推進

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・計画の推進

・実施計画の再検証

生産性向上の実現に向けた中小

企業の先端設備導入計画 12 件

を認定した。また、IOT 化推進

に向けたセミナーをオンライン

で 4 回開催した。

（894 千円）

先端設備計画の認定により、

製品の付加価値の向上を図

った。IOT 化推進セミナーに

については、多くの参加者か

ら好評を得ることができた。

事業番号 7-11 事業名 商店街空き店舗活用事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・家賃助成補助等の実施

空き店舗を活用して事業を開始

する創業者に対して、施設の改

修にかかる経費の一部を補助（4

件）を行うとともに、商店街が

実施する空き店舗活用事業に対

して家賃補助（1 件）を行った。

（2,961 千円）

空き店舗の解消とにぎわい

の創出、創業者支援および来

街者の増加に寄与し、商店街

の活性化を支援することが

できた。

事業番号 7-12 事業名 商店街活性化イベント事業の推進

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・イベント事業等の支援

青梅本町朝顔市等の商店街が行

うイベント事業等に対し、補助

金を交付した（7 団体、7 事業）。

（6,397 千円）

新型コロナウイルス感染症

の影響でイベントの中止や

規模縮小が相次ぐ中におい

ても、商店街の活性化を図る

ことができた。
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事業番号 7-13 事業名 販路拡大支援事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・特産品の選定支援

・販路拡大状況の把握

市の特産品を購入できるインタ

ーネットサイト「東京いいもの

青梅」の市内事業所を追加登録

したほか、取扱商品を充実させ、

青梅市の土産品等を市内外へ広

域的に発信することで商業振興

を図った。（0 千円）

青梅商工会議所とともに販

路拡大支援を行い、取扱事業

者が 2 社増加した。また、「東

京いいもの青梅」へのアクセ

ス数が前年度比で 42％増加

した。

事業番号 7-14 事業名 企業誘致の推進

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・企業誘致条例の周知に

よる企業誘致の推進

・企業誘致奨励金の交付

青梅商工会議所と連携し、企業

誘致制度についての情報発信に

努めた。また、前年度に引き続

き１社に企業誘致奨励金を交付

した。

（996 千円）

奨励措置等を講ずることに

より、市内事業者の留め置き

を図ることができた。

事業番号 7-15 事業名 観光ボランティア養成事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・ガイドボランティア事

業の充実

しょうぶ公園ガイドボランティ

アおよび梅の公園ガイドボラン

ティアともに年間を通じて新規

ガイドボランティアを募集し

た。

（0 千円）

しょうぶ公園ガイドボラン

ティアには、新規に5名、梅

の公園は1名のガイドボラン

ティアが加わった。

事業番号 7-16 事業名 観光戦略の推進【新規】

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・来訪者の観光動態調査

・地域資源の磨きあげ

・動画を中心としたＰＲ

「都心から１時間、青梅に秋を

感じに行こう。」をテーマに秋季

観光 PR 動画を作成したほか、

OmeBlue の普及を目的としたプ

ロモーション活動 OmeBlue の活

用事例を SNS 等を活用して情報

発信を行った。（3,960 千円）

「OmeBlue」のプロモーショ

ン活動等により約 132 件の

活用事例を確認することが

できた。
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事業番号 7-17 事業名 梅の里再生事業（7-2 の再掲）

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・梅まつりの実施

・梅の公園等の整備充実

・梅苗木育成・管理

梅の公園に梅樹植栽、階段工や

ベンチおよび手すりを設置する

など施設整備を実施した。日高

市圃場にて育成した梅苗木 313

本を農地に再植栽した。梅まつ

り（3/1～3/21）を実施した。

（76,874 千円）

継続的な梅樹植栽や施設整

備、管理の充実により、梅の

里の景観の再生を進めるこ

とができた。規模を縮小して

梅まつりを期間開催し、7 千

人以上の来園者があった。

事業番号 7-18 事業名 フィルムコミッション(ロケーションサービス)事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・撮影場所の情報提供等

撮影場所の情報提供、希望する

撮影風景の場所探し、撮影希望

施設への交渉、撮影現場の立会

い等を実施した。また、希望に

よりロケ弁、駐車場、宿の紹介

やエキストラ募集の広告などに

ついても行った。（0 千円）

196 件の相談があり、65 件

の撮影が行われた。

事業番号 7-19 事業名 就職面接会の開催

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・関係機関との共催によ

る就職面接会、講習会等

の実施

関係団体と共催で就職面接会を

1 回実施した。また女性の再就

職支援パソコン講座を 1 回（計

4 日間）実施した。

（0 千円）

就職面接会に参加した 13 名

の内、4 名の就職が決定し、

限られた状況下の中で就職

支援を行うことができたほ

か、女性の再就職支援パソコ

ン講座を開催し、延べ 33 名

の参加があった。

事業番号 7-20 事業名 労働相談の実施

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・労働相談の実施

社会保険労務士による無料の労

働相談を実施した。令和 2 年度

は 5 件の利用があった。

（0 千円）

雇用環境、労使間のトラブル

等の諸問題について、社会保

険労務士が直接アドバイス

する場を設けることにより、

労働諸問題の早期解決に向

けての一助となった。
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第８章 都市基盤が整う魅力あるまち

【施策の展開】

【まちづくりの指標】

※ＪＲ青梅線利用者数は、上記各駅における一日平均の乗車人員の合計

※○は、総合戦略で設定した重要業績評価指標(ＫＰＩ)と共通の指標

指 標 単位 過去
基本計画
開始時点

現状 到達目標

地籍調査進捗率

(ＤＩＤ地区内)
％

38.5 43.8 53.9 56.2

H21.3.31 H25.3.31 R3.3.31 R5.3.31

ＪＲ青梅線利用者数

(河辺駅、東青梅駅、青梅駅

の乗車人員)※ ○

人
27,876 26,795 20,336 28,900

H14 年度 H23 年度 R2年度 R4年度

水洗化率 ％
89.5 92.3 96.4 100

H15.3.31 H25.3.31 R3.3.31 R5.3.31

まちづくりの基本方向 施策分野 基本施策

８　都市基盤が整う魅力 １．都市形成 （1）計画的な土地利用の促進

　　あるまち （2）機能集積の促進

２．道路 （1）幹線道路網の整備促進

（2）市道の整備

（3）道路の維持管理

３．公共交通 （1）公共交通網の検討

（2）幹線交通の充実

（3）地域交通の充実

４．下水道 （1）汚水施設の整備

（2）汚水施設の維持管理

（3）雨水対策の充実

５．河川・砂防 （1）河川の整備促進

（2）治水対策の充実

（3）土砂災害の防止

６．都市景観 （1）自然景観の保全

（2）街なみ景観の保全・創出

（3）協調・連携による景観づくり
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【事業一覧】※事業一覧は、左から事業番号・事業名・基本施策番号・総合戦略事業の該当

の有無(該当は●)の順で記載されています。

１．都市形成

8-1 都市計画マスタープランの改定・推進 (1)

8-2 地籍調査事業 (1)

8-3 今井土地区画整理事業の推進 (2) ●

8-4 東青梅駅整備事業 (2)

8-5 日本ケミコン跡地の利活用 (2) ●

8-6 中心市街地活性化促進事業 (2) ●

２．道路

8-7 都市計画道路の整備 (2)

8-8 市道の改修・改良 (2)

8-9 健康と歴史・文化の路整備事業 (2)

8-10 電線類の地中化 (2)

8-11 橋りょう等の長寿命化 (3)

３．公共交通

8-12 青梅市公共交通基本計画の推進 (1) ●

8-13 バス路線等補助事業 (3) ●

8-14 地域公共交通改善事業 (3) ●

４．下水道

8-15 公共下水道汚水事業計画の推進 (1)

8-16 合併処理浄化槽整備事業計画の推進 (1)

8-17 第３期事業区域の下水道(汚水)整備 (1)

8-18 小曾木事業区域の下水道(汚水)整備 (1)

8-19 御岳山事業区域の下水道(汚水)整備 (1)

8-20 ポンプ場の改修・更新 (2)

５．河川・砂防

8-21 河川の維持改修 (2)

６．都市景観

8-22 景観まちづくり事業 (1)
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事業番号 8-1 事業名 都市計画マスタープランの改定・推進

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・特定生産緑地の指定等

に向けた準備

・区域区分等調査の実施

特定生産緑地の指定にかかる申

請受付を開始した。また、特定

生産緑地関係図書作成等業務委

託、区域区分等見直し箇所抽出

業務委託を実施した。

（8,393 千円）

特定生産緑地関係図書作成

等業務委託により、指定に必

要となる図面等を作成した。

また、区域区分等見直し箇所

抽出業務委託により、境界根

拠の精査および抽出結果図

面を作成した。

事業番号 8-2 事業名 地籍調査事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・都市再生地籍調査

都市再生地籍調査および官民境

界測量を実施した。

（54,447 千円）

街区調査および一筆地調査

を継続的に実施し、地震等に

よる災害復旧や土地取引の

円滑化への対応を図った。

事業番号 8-3 事業名 今井土地区画整理事業の推進

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・関係機関との協議

・都市計画法定図書作成

・環境影響評価書作成

・都計道予備設計

区域区分、用途地域、地区計画、

土地区画整理事業等、都市計画

決定にかかる素案を取りまとめ

た。また、都市計画道路の調査

設計を実施した。地権者組織は、

環境影響評価書（案）の作成に

着手した。（10,112 千円）

令和 3 年度から、国と都の農

林調整協議の状況に応じて

都市計画法、農業振興地域の

整備に関する法律等の手続

を開始する予定であり、これ

に向けての準備を行うこと

ができた。

事業番号 8-4 事業名 東青梅駅整備事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・調査設計による計画案

の検討

JRが実施する調査設計のスケジ

ュールおよび費用負担につい

て、5 回協議した。

（0 円）

東青梅駅の駅舎建替えの早

期実現に向けた協議を進め

た。
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事業番号 8-5 事業名 日本ケミコン跡地の利活用

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・ホールに関する検討

・国施設に関する協議の

継続

市民ホールに関する懇談会を設

置した。また、配置計画および

スケジュール案の変更を行っ

た。

（79 千円）

東青梅 1 丁目地内諸事業用

地等整備基本計画の策定に

向けて検討を進めることが

できた。

事業番号 8-6 事業名 中心市街地活性化促進事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・認定基本計画事業推進

・青梅駅前地区市街地再

開発事業支援 等

認定基本計画にもとづき各種事

業を実施した。青梅駅前地区市

街地再開発準備組合の運営およ

び計画の推進を支援した。株式

会社まちつくり青梅の運営およ

び事業を支援した。

（2,578 千円）

東京都に再開発組合設立認

可申請を行い、計画の推進を

図った。

事業番号 8-7 事業名 都市計画道路の整備

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・3･5･5 用地取得等

・3･5･24 設計委託等

（次工区）

・3･5･26 設計委託等

3･5･5 号線の設計業務、3･5･24

号線の設計業務および街築工事

のほか、3･5･26 号線の舗装工事

等を実施した。

（81,408 千円）

各都市計画道路において、設

計業務や街築工事、用地管理

工事等を実施した。3･5･24

号線においては、街築工事の

実施により、交通が円滑化し

利便性が向上した。

事業番号 8-8 事業名 市道の改修・改良

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・改修工事（幹 29 号線他）

･路面改良（幹 14 号線他）

（新町・木野下地区）

準 8 号線の改修工事、幹 14 号線

他の路面改良工事、および準 45

号線の用地取得、物件補償等を

実施した。

（95,075 千円）

改修工事、路面改良工事、補

修工事等を実施し、安全性、

利便性が向上した。
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事業番号 8-9 事業名 健康と歴史・文化の路整備事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・青梅駅周辺市街地整備

事業に合わせた検討

青梅駅前地区市街地再開発事業

の進捗状況を確認しながら、当

該整備に向けた検討を進めた。

（0 円）

事業推進に当たって庁内で

の調整を図り、当該整備に係

る課題整理を行った。

事業番号 8-10 事業名 電線類の地中化

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・基本設計委託（青2001）

無電柱化チャレンジ支援事業制

度を活用し、電線類地中化に向

けた予備設計を実施した。

（9,900 千円）

無電柱化チャレンジ支援事

業制度に必要な「技術検討

会」を開催し、試掘調査を含

む予備設計委託を実施した。

事業番号 8-11 事業名 橋りょう等の長寿命化

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・点検

・補修設計

・補修工事

橋りょう等の定期点検、調査、

補修設計および補修工事を実施

した。

（33,128 千円）

定期点検を65橋と1構造物、

塗膜調査を 18 橋、補修設計

を 1 件および補修工事を 6

橋実施し、長寿命化を図っ

た。

事業番号 8-12 事業名 青梅市公共交通基本計画の推進

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・青梅市公共交通基本計

画の見直し

公共交通協議会を 7 回（書面開

催 3 回含む）開催し、現行計画

の評価および見直しについて協

議した。

（2,711 千円）

公共交通協議会にて、現行計

画の評価を実施するととも

に、社会経済情勢など公共交

通を取り巻く環境の変化を

踏まえ、令和 3～4 年度の 2

ヵ年で新たな計画策定に取

り組むこととした。
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事業番号 8-13 事業名 バス路線等補助事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・公共負担金によるバス

路線の維持

・新たな公的支援制度の

検討

バス路線の維持確保のための公

共負担を行った。

（123,425 千円）

都営バスおよび西東京バス

に対して公共負担を行い、路

線維持を図った。

事業番号 8-14 事業名 地域公共交通改善事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・地域公共交通の維持お

よび利用促進策の取組支

援

路線バスのペーパークラフトを

作成し、子育て支援センター等

に配布した。また、吹上小学校

で交通環境学習を実施した。公

共交通ガイドを作成し、自治会

加入世帯に全戸配布した。

（0 円）

各種モビリティ・マネジメン

トを実施するにあたり、交通

事業者と連携して取り組ん

だ。

事業番号 8-15 事業名 公共下水道汚水事業計画の推進

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・公共下水道汚水事業の

整備推進

・公共下水道事業計画認

可変更

公共下水道事業の着手に必要

な、公共下水道全体計画および

公共下水道事業計画（認可）変

更を行った。

（17,820 千円）

国費（社会資本整備総合交付

金）や都費（下水道事業補助

金）を活用し事業整備に必要

な財源を確保し市負担軽減

を図り、未整備地区における

汚水事業の整備を推進した。

事業番号 8-16 事業名 合併処理浄化槽整備事業計画の推進

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・事業継続

・公設浄化槽設置工事、

実施設計委託

・浄化槽維持管理

公設浄化槽を 7 基設置し、個人

所有合併処理浄化槽の譲渡を 3

基受入れた。これにより、公設

浄化槽が 288 基となった。また、

実施設計委託を 12 基行った。

（53,848 千円）

公設浄化槽の設置および個

人所有合併処理浄化槽の譲

渡受入れにより、事業促進に

努めた。
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事業番号 8-17 事業名 第３期事業区域の下水道（汚水）整備

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・工事延長

Ｌ＝419.0ｍ

二俣尾および沢井地区におい

て、下水道（汚水）管きょの枝

線布設工事を実施した。

工事延長Ｌ＝250.01ｍ

（31,801 千円）

第 3 期事業区域における下

水道面整備率は、100 パーセ

ントとなった事から、今後

は、未施工箇所の整備や土地

利用の変更に伴う接続を進

める。

事業番号 8-18 事業名 小曾木事業区域の下水道（汚水）整備

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・工事延長

Ｌ＝30.0ｍ

黒沢地区において、下水道（汚

水）管きょの枝線布設工事を実

施した。

工事延長Ｌ＝31.40ｍ

（1,998 千円）

小曾木事業区域における下

水道面整備率は、約 96 パー

セントとなった事から、今後

は、未施工箇所の整備を進め

る。

事業番号 8-19 事業名 御岳山事業区域の下水道（汚水）整備

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・御岳山集落地区の整備

Ｌ=284.0ｍ

御岳山地区において、集落地区

の下水道（汚水）管きょの枝線

布設工事および連絡管整備（第2

ルート）の測量、実施設計を実

施した。

工事延長Ｌ＝161.43ｍ

（61,213 千円）

御岳山事業区域における枝

線布設および連絡管整備（第

2ルート）について、概ね予

定通りに実施できた。今後

は、早期の整備完了に向けた

事業の推進を図る。

事業番号 8-20 事業名 ポンプ場の改修・更新

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・友田中継ポンプ場耐震

詳細設計、設備改修工事

設計委託

・中継ポンプ場耐震診断

業務委託

友田中継ポンプ場の耐震工事の

ための詳細設計および、設備改

修工事についての設計を実施し

た。3 箇所（柚木第一、日向和

田第一、和田第二）の中継ポン

プ場について、耐震診断を実施

した。（49,940 千円）

令和 3 年度以降実施見込み

の友田中継ポンプ場の耐震

工事、設備改修工事について

準備が整った。また、令和 3

年度に実施見込みの中継ポ

ンプ場耐震詳細設計の準備

が整った。
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事業番号 8-21 事業名 河川の維持改修

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・河川維持工事

・大門川詳細設計委託

（水門～境橋）

・矢端川調節池基本設計

委託

大門川改修工事、矢端川調節池

（仮称）設計委託および友田町

１丁目水路などの補修工事を実

施したほか、自治会要望等にも

とづく水路補修工事等を実施し

た。

（44,409 千円）

前年度繰り越した大門川改

修工事のほか、矢端川調節池

（仮称）整備に向けた設計を

実施した。また、自治会要望

等にもとづく水路補修工事

および浚渫工事により河川

の機能保全を図った。

事業番号 8-22 事業名 景観まちづくり事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・重要資源修景助成

重要資源修景助成制度の周知を

行った。

（0 円）

青梅駅周辺景観形成地区に

おける良好な街なみ景観の

形成、保全に寄与する重要資

源修景助成制度を周知する

ことができた。
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第９章 みんなが参画し協働するまち

【施策の展開】

【まちづくりの指標】

指 標 単位 過去
基本計画
開始時点

現状 到達目標

青梅ボランティア・市民活

動センターに登録している

団体数

団体
21 68 70 90

H14年度 H24年度 R2年度 R4年度

市の審議会等における女性

の参画率
％

19.7 22.2 24.1 33.3

H20.4.1 H24.4.1 R3.4.1 R5.3.31

まちづくりの基本方向 施策分野 基本施策

９　みんなが参画し協働
　　するまち

１．市民参画・協働 (1) 市民意見の把握とまちづくり
情報の共有

(2) 市民活動の活性化促進

(3) 地域コミュニティ活動の支援

(4) 市民センター機能の多様化

２．人権・平和 (1) 人権啓発活動の充実

(2) 平和意識の高揚

３．男女平等参画 (1) 施策の総合的な推進

(2) 推進体制の充実
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【事業一覧】※事業一覧は、左から事業番号・事業名・基本施策番号・総合戦略事業の該当

の有無(該当は●)の順で記載されています。

１．市民参画・協働

9-1 ホームページを活用した情報発信の充実 (1)

9-2 協働推進事業 (2)

9-3 青梅ボランティア・市民活動センターの活動促進事業 (2)

9-4 婚活支援事業 (2)

9-5 自治会加入促進事業 (3) ●

２．人権・平和

9-6 平和事業 (2)

３．男女平等参画

9-7 男女平等参画推進事業 (1) ●
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事業番号 9-1 事業名 ホームページを活用した情報発信の充実

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・ホームページの運用

・ホームページのデザイ

ン、構成等の随時見直し

青梅市公式ホームページおよび

青梅市教育委員会公式ホームペ

ージについて、令和 2 年 1 月か

ら公開を開始している。

（3,486 千円）

新型コロナウイルス感染症

に伴う緊急事態宣言発令に

際し、各課の情報を集約し、

即時的にホームページに公

開するなど、最新情報を発信

し、市民が求める情報をすぐ

に得られるよう配慮した。

事業番号 9-2 事業名 協働推進事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・提案事業への助成

・協働研修の実施

・団体の組織強化

・活動団体育成

市民提案協働事業（3 事業）、

新任職員対象研修（協働型のま

ちづくりを促進するために）（参

加者 38 名）を実施した。協働事

業推進員対象研修および市民活

動団体支援講座は、コロナ禍の

ため中止した。（526 千円）

市民提案協働事業は 3 団体

が採択され、コロナ対策を講

じて実施された。市全体の協

働事業は 88 事業あり、各課

での協働事業は定着しつつ

ある一方で全体の件数は前

年度比で減少となった。

事業番号 9-3 事業名 青梅ボランティア・市民活動センターの活動促進事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・青梅ボランティア・市

民活動センターの機能向

上

広報おうめ等により、青梅ボラ

ンティア・市民活動センターの

周知を図るとともに、運営費の

助成を実施した。

（19,335千円）

ボランティア、市民活動に関

する相談件数は、1,537 件

（前年度比▲18 件）、来所者

数は、4,042 件（▲1,279 件）

であった。また、ボランティ

ア・市民活動センターの紹介

動画を作成し周知を図った。

事業番号 9-4 事業名 婚活支援事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・婚活事業への支援

・事業検証

結婚を希望する独身の男女を対

象とする結婚支援事業を実施し

た 1 団体に対し､補助を行なっ

た。

青梅市結婚支援事業補助金交付

要綱を一部改正した。

（168 千円）

補助金交付対象事業は、台風

接近に伴い開催中止となっ

た。要綱内の補助対象条件と

上限額引下げの改正を行い、

令和 3 年度から、より多くの

結婚支援を行う市民や団体

への支援が可能となった。
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事業番号 9-5 事業名 自治会加入促進事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・自治会加入促進

・自治会退会防止

・負担金等の軽減

返信ハガキ付きの自治会加入パ

ンフレットの転入者への配布、

広報おうめへの自治会活動紹介

記事の掲載、集会施設用地借上

料の補助等を実施した。

（1,180 千円）

返信ハガキ付きパンフレッ

トの配布、広報おうめへの自

治会紹介記事掲載等で広く

周知し、加入促進に努めた。

また、補助金により、引き続

き自治会の経費負担を軽減

し、活動を支援できた。

事業番号 9-6 事業名 平和事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・中学生をヒロシマに派

遣（羽村市合同事業）

・各種平和事業の推進

中学生を広島に派遣する羽村市

との合同事業や平和アニメ上映

会、共催による講演会等は、コ

ロナ禍のため中止となった。

原爆展や東京空襲資料展を実施

するとともに、戦後 75 年誌を作

成した。（3,872 千円）

原爆に関するパネルを市役

所１階に展示するとともに、

戦後 75 年誌を作成し、市内

小中学校および図書館に配

布し、“青梅の戦争体験”を

伝え、平和思想の普及啓発を

図ることができた。

事業番号 9-7 事業名 男女平等参画推進事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・講座等の実施

・情報紙の作成（年2回）

・懇談会の開催

・女性活躍推進事業等

第六次男女平等推進計画にもと

づき、パソコン講座等各種講座

を 3 講座実施した。また、男女

平等情報誌よつばの手紙の発行

（2 回）や男女平等推進計画懇

談会（3 回）、女性活躍推進事

業を実施した。（3,679 千円）

男女平等推進計画懇談会や

検討委員会にて、計画の進ち

ょくを管理したほか、情報誌

やリーフレットの配布、ビジ

ネススクールや講演会の開

催により、意識啓発を図るこ

とができた。
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第 10 章 持続的な行財政運営ができるまち

【施策の展開】

【まちづくりの指標】

※平成 23 年に実施した第 28 回市政総合世論調査までは「仕事の能率が良い」という項目を参照している。

指 標 単位 過去
基本計画
開始時点

現状 到達目標

市役所に対する印象とし

て、仕事が早く効率が良い

と思う市民の割合※

％
20.8 22.7 25.6 50.0

H13 年度 H23 年度 H28 年度 R3年度

経常収支比率 ％
89.3 95.8 99.1 85.0

H14 年度 H23 年度 R2年度 R4年度

 ４.　健全財政  (1)　身の丈に合った財政運営の確立

 (2)　モーターボート競走事業収益の

　　　確保

 (3)　財政見通し

まちづくりの基本方向 施策分野  　　　基本施策

10　持続的な行財政運営が

　　できるまち

 ２.　情報推進・活用  (1)　ＩＣＴ環境の最適化

 (2)　情報化の推進・活用・対策

 ３.　公共施設保全・

　　  整備

 (1)　公共建築物の保全・運用の

　　　最適化

 １.　行政運営  (1)　効率的な行政運営の推進

 (2)　人材の育成・確保・活用

 (3)　広域行政の推進
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【事業一覧】※事業一覧は、左から事業番号・事業名・基本施策番号・総合戦略事業の該当

の有無(該当は●)の順で記載されています。

※公共施設等マネジメント事業(10-5)の事業費については、各施設所管課経費に含まれるため「－」で表記

１．行政運営

10-1 行財政改革推進事業 (1)

10-2 公民連携の推進 【新規】 (1) ●

２．情報推進・活用

10-3 業務システムの最適化 (1)

10-4 地域の魅力発信事業 (2) ●

３．公共施設保全・整備

10-5 公共施設等マネジメント事業 (1) ●

４．健全財政
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事業番号 10-1 事業名 行財政改革推進事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・青梅市行財政改革推進

委員会の開催（4 回）

・行政評価の実施

コロナ禍により、開催回数は減

ったものの、青梅市行財政改革

推進委員会を 2 回開催し、青梅

市の行財政運営に関する意見交

換を実施した。行政評価につい

ては、前年度同様、28 事業に対

して実施した。（237 千円）

委員会では、令和元年度に実

施した外部評価結果に対す

る報告書を作成し、市長に報

告した。行財政改革の取組で

は、押印見直し指針にもとづ

き、各課の申請書等 1,515

件について押印を廃止した。

事業番号 10-2 事業名 公民連携の推進【新規】

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・発想提案事業の募集、

推進

・民間提案事業の募集、

本庁舎１階の窓口受付システム

を、公民連携事業により更新し

た。また、生活様式の普及促進

等に向けた課題解決に資する公

民連携事業の支援制度を実施

し、4 事業に支援を実施した。

（3,114 千円）

窓口受付システムについて

は、広告付き自動窓口受付シ

ステム機器を導入すること

により、経費をかけずに機器

更新をすることができた。

事業番号 10-3 事業名 業務システムの最適化

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・基幹系業務システム運

用

・各業務システム機器の

統合、共有化

基幹系業務システムの運用を行

った。セキュリティ関連システ

ム機器について統合を行った。

（167,501 千円）

基幹系業務システムについ

て、効率的かつ安定的な運用

を図ることができた。基幹系

業務システム更新を控え、再

リースを行ったことや、シス

テム機器統合により、経費を

削減した。

事業番号 10-4 事業名 地域の魅力発信事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・地域の魅力発信の推進

・ふるさと納税の推進な

ど

OmeBlue クリアファイルを作成

し、転入者に対し、おもてなし

クーポン券やウォーキングマッ

プとともに配布した。

クラウドファンディングの実施

や、返礼品の増加および価格の

見直しを行った。（14,237 千円）

転入者に、青梅の魅力を紹介

することができた。ふるさと

納税は 907 件（対前年度＋51

件）、32,895 千円（△1,378

千円）、企業版ふるさと納税

は 11 件（＋1 件）、13,750

千円（＋9,150 千円）だった。
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事業番号 10-5 事業名 公共施設等マネジメント事業

令和２年度事業計画 令和２年度取組状況（事業費） 令和２年度事業成果

・公共施設等総合管理計

画の推進

青梅市公共施設等総合管理計画

推進本部会議を 4 回開催し、各

公共施設の状況を把握するとと

もに、今後の方向性を協議した。

（－）

施設ごとの再編方針に関し、

今後の具体的な取組予定に

ついて協議するとともに、個

別施設計画では、青梅市林道

橋個別施設計画および青梅

市学校施設個別計画を策定

し、計画の推進を図った。
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重要業績評価指標(ＫＰＩ)の進ちょく状況

重要業績評価指標(ＫＰＩ)は、第２期青梅市まち・ひと・しごと創生総合戦略において、各施

策の効果を客観的に検証できる指標として、総合戦略に定めた目標値のことです。

なお、第２期青梅市まち・ひと・しごと創生総合戦略の計画期間は令和２(2020)年度から令和

６(2024)年度までの５年間となっています。

【重要業績評価指標(ＫＰＩ)】

※○は、実施計画で設定したまちづくりの指標と共通の指標

指標(ＫＰＩ) 単位
第2 期総合戦略

開始時点
(基準値)

現状 数値目標

合計特殊出生率
H30 R1 R6年度

1.08 1.16 1.32

出生数 人
H30 R2 R6年度

669人 664人 735人

25歳～39歳人口 人
R1年度 R2年度 R6年度

19,662人 19,095人 18,560人

「全国学力・学習状況調査」に

おける各教科の平均正答率

R1年度 R2年度 R6年度

平均を下回っている 平均を下回っている 平均を上回る

法 人 市 民 税

（現年課税分・調定額）
円

H30年度 R2年度 R6年度

1,077,625,600円 898,247,000円 1,300,000,000円

製造品出荷額 円
H30年度 R2年度 R6年度

1,862億324万円 1,888億1,634万円 2,234億4,000万円

御岳山年間来訪者数 人

H27年度から令和

元年度見込みの平均
R2年度 R6年度

464,000人 377,000人 510,000人

空家率 ％
H30年度 平成３０年度 R5年度

11.9％ １１．９％ 10.0％

ＪＲ青梅線利用者数

(河辺駅・東青梅駅・青梅駅の乗車人員) ○
人

H30年度 R2年度 R6年度

26,689人 20,336人 26,900人

自 治 会 加 入 率

（特別養護老人ホーム等

入所世帯を除いた加入率）

％

R1年度 R２年度 R6年度

39.6％

（41.6％）

38.1％

（39.9％）

45％

（47％）
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施策連動型のしくみ

第６次青梅市総合長期計画では、基本構想に掲げるまちの将来像の実現に向けて、暮らし

やすさの視点に立った、青梅らしさを醸し出すまちづくりを戦略的に進めるために、施策連

動型のしくみ(ぷらっとフォーム)を展開していきます。

施策連動型のしくみ(ぷらっとフォーム)は、主要テーマ（安心して暮らせる青梅、子育て

世代が住みたい青梅、生きる力がみなぎる青梅、みんなが誇れる青梅、何度も訪れたくなる

青梅）のもとに参画する多様な主体が目標や目的を共有し、まちづくりにおけるそれぞれの

役割を認識し、水平的なつながりの中で協力・連携(施策連動)する場として機能します。

令和２年度実施計画

令和２年度取組状況

令和２年度事業成果

令和２年度 ぷらっとフォームを活用した総合長期計画、総合戦略等の推進

○これまでの施策連動型のしくみの活用について検証するとともに、次期総合長期計画の

策定に向け、ぷらっとフォームの仕組みの活用を検討する。

○様々なテーマにもとづいたぷらっとカフェを開催し、多様な主体の話し合いの場で出さ

れた意見、アイデアを事業の推進等に反映する。

○新型コロナウイルス感染症の拡大により、人を集めての開催が困難であったため、自宅

からでも参加できる Zoom を活用したオンライン版ぷらっとカフェを試行的に開催した。

○「住み続けたいまち、市外の人が訪れたいまちにするには？」をテーマに開催し、多様

な主体の話し合いの場として、まちづくりにおける意見やアイデアを集めた。

○新型コロナウイルス感染症の影響により、働き方や日常生活がどのように変化している

かを情報共有するとともに、青梅の良さや課題等について様々な意見を集めることがで

きた。

○次期総合長期計画策定に向け、市民を含め多様な主体から、青梅に住み続けたいまちづ

くりについて意見を集めることができた。

○オンライン通話ツールを使った新しい方法でぷらっとカフェを開催し、参加者を集める

ことができた。
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